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『総合的な学習の時間』における児童観 ・カリキュラム論に関する一考察

～Dewey
,J.「TheChildandtheCurricu豆um」 を 手 が か り と して ～

松 下 幸 司

腰 旨】

本稿においては、『総合的な学習の時間』 にお ける 「児童生徒の興味関心」 と 「教材 ・カ リキュラム」の捉 え方、

カ リキュ ラムの構 成 ならびに教師 に よる学習活動 支援の在 り方 につ いて、デ ュー イの著書 「TheChildandthe

Cu面culum(児 童 とカリキュラム)」 を基に検討するこ とを試みた。

これ より 『総合的な学習の時間』において、教師には、①児童の体験 の、未来 における発展可能性 を示唆す るも

の としての教材観/カ リキュラム観 に立 ち、② 児童の現 時点 における経験 ・興味 ・能力を、教材1カリキュラム中に

位置付け、それ らが発展可能 な方向に向かうよう、環境を整備す ることに よって指導するこ とが求め られ、よ り具

体的には、③ 児童の過去の経験 に基づ いて、又 は、現 時点 における何 らかの体験的な活動か ら、学習活動 を開始 し、

④児童が学習活動の対象 とする実 際の事象を省察 し検討することに よって、全体性 と相互関係性 を有する教材ノカリ

キュ ラムを構成 することが要求 される、との示唆 を得 るに至 った。

1.問 題提起と本研究の目的

2002年 度 よ り施 行 される学 習指 導 要領 に よっ て、初 等 中等教 育現 場 にお い て本 格 的 に 『総 合的 な学 習 の

時 間』 が実 施 され る こ ととな った 。 これ に先駆 け、現 在 、全 国 の小 学校 にお いてr総 合 的 な学 習 の時 間 』

の試行 的実践 が行 われつ つ あ る。

次期 小学 校 学習 指 導 要領 の冒 頭 「第1章 総 則 」 の 「第3総 合 的 な学 習 の時 間 の取扱 い」 には 、 『総

合 的 な学習 の時 間』 につい て、次 の ような実 践 の特徴 とね らいが 示 され てい る。す な わ ち 『総合 的 な学 習

の時 間』 にお い て は、 「(1)自ら課題 を見 付 け,自 ら学 び,自 ら考 え,主 体 的 に判 断 し,よ りよ く問題 を解

決 す る資 質や 能力 を育 て る こ と(2)学 び方 や もの の考 え方 を身 に付 け,問 題 の解 決 や探 究活 動 に主体 的,

創 造的 に取 り組 む態 度 を育 て,自 己 の生 き方 を考 える こ とが で きる よ うにす る こ と」 をね らい と し、実践

としては 「各学 校 は,地 域 や学校,児 童 の実 態等 に応 じて,横 断 的 ・総 合 的 な学習 や児 童 の興味 ・関心等

に基づ く学 習 な ど創 意工 夫 を生 か した教 育活 動 を行 う」 と記 され てい る。 またそ こで取 り扱 われ る内容 と

して は 「国際 理解,情 報,環 境,福 祉 ・健康 な どの横 断 的 ・総合 的 な課題,児 童 の興味 ・関心 に基 づ く課

題,地 域や 学校 の特 色 に応 じた課 題」 の3つ の課 題が例 示 されて お り、実践 にお ける配 慮事 項 と して 「自

然 体験 や ボ ラ ンテ ィア活 動 な どの社 会体 験,観 察 ・実 験,見 学 や調 査,発 表や討 論,も のづ くりや生 産 活

動 な ど体験 的 な学 習,問 題 解 決 的 な学 習 を積極 的 に取 り入 れ る」 「多様 な学習 形 態_指 導体 制,地 域 の教

材 や学 習環 境 の積極 的 な活用 な どについ て工夫 す る」 な どが挙 げ られ てい る(文 部科 学省1999)。

日本 におけ る[総 合学 習]の 系 譜 は(以 下 に述 べ る よ うに 日本 の教 育実 践 の歴史 上 、呼称 にば らつ きが

ある ため、 本稿 で は総 じて[総 合 学習]と 記 す)、 明 治29年(1896年)に 樋 口勘 次郎 が行 った 「統合 教授 」

に端 を発 す る と思 われ る。樋 口は、19世 紀後 半 に アメ リカで お こった 進歩 主義 教育 運動 におい て、 パ ー カ

ー(FransisWParker
,1837-1902)に よって 唱 え られ た 「中心統 合 法」 の理論 の影響 を受 け 、「子 ど もの 自己

活 動 に よる法則 の(神 の法則 の)学 習 を 目的 と し、 自然 諸教 科 を中心教 科 に据 える」合 科 的 な学習 を開始

した。

その 後、 大正9年(1920年)か ら奈 良 女子 高等 師範 学校 付 属小 学校 におい て木 下竹次 が 「合科 学 習」 を

始 め た。 また 、昭和22年(1947年)に 総 合的 単元(総 合学 習)で あ る 「自由研 究」 が新 設 され 、1952年 頃

か らの コア カ リキ ュ ラム批 判 に よ り 「問題 解決 学 習」 が 登場 した。 そ して 昭和52年(1977年)、 学 習指 導

要 領 にお い て低学 年 に おけ る 「合 科的 な指 導」 の重 要性 が唱 え られ、 平成 元年 の 学習 指 導要 領 にお い て、
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小 学校 低 学 年 に社 会 と理科 を合 科 した 「生 活 科」 が 登場 した。 さ らに、平 成8年 ・9年 の 中央教 育審 議

会 ・教 育 課程 審議 会 の答 申な どにお いて 、 『総 合 的 な学 習 の時 間』 が提 唱 され、現 在 に至 って い る(総 合

学 習 の史 的系 譜 につい て は、 松下1997で 詳 し く述べ てい る)。

これ ら 日本 にお け る教 育 実践 、 とりわ け初 等教 育 にお け る 「問 題解 決学 習」 な ど[総 合 学習]実 践 の系

譜 上 、 少 な か らぬ 影 響 を 与 え た と.言 わ れ て い る の が 、 ア メ リ カ の 教 育 哲 学 者 ジ ョ ン ・デ ュ ー イ

(Dewey,■,1859-1952)で ある。

デ ュー イは 、 プ ラグマ テ ィズ ム(pragmatism/日 本 におい て は 「実験 主義 」 と訳 され る)の 立場 か ら教

育理 論 と実践 に関す る主 張 を行 い、 また彼 の主張 は 、1896年 にシ カゴ大学 に開設 された附属 実 験学 校 の責

任者(～1904年)と して、教 育実 践 の かた ち に具 現 化 され た。彼 は 、学校 の外 部 で行 われ て いる生 活(社

会生 活)を 人 間が形 成 され てい く過程 として捉 え、学 校教 育 と連 続 させ る こ とに よって、学 校 教育 を改 造

しよう と した。す なわ ち、子 ど もた ちは学 校 におい て 、社 会 で行 わ れ るよ うに実 際の必 要 に迫 られ なが ら、

集 団 にお ける他 の メ ンバ ー と協 同 し、具 体的 な材 料 を使 って 手 を動 か し物 を作 る とい っ た生 活(行 為 ・活

動 ・経験)を 行 う。 この ような活 動 こそ が 「学 習」 で あ る、 とデ ュー イは主 張 した(大 浦1986,pp,47)。

デ ュー イが シカ ゴ大 学 附属 実験 学 校 で行 った この よ うな 「学校 生 活 と社 会 との 連携 」、デ ュ ー イの言 葉

を借 りれ ば 「社会 生 活 とい う、 よ り大 きな全体 の 一部分(p飢ofthelargerwholeofs㏄iallife)」(Dewey,Jl

1943,pp.72)と して 、学 校 に お け る教 育 実践 を捉 え直 すべ きだ との 主張 は、 過去 の 日本 に お ける[総 合

学 習]実 践 とその ね らい に符 合す る部 分 が大 きい 。

ここで 上述 した 『総合 的 な学 習 の時 間』 の ね らい とその特 徴 を今 一度 ま とめ る と、 「現 代社 会 にお け る

課 題 ・児童 生 徒 の興味 関心 に基 づ く課 題 ・地 域 や学校 の特色 を活 か した課 題」(内 容)な ど を 「自然 体 験

や社 会 体験 を含 め た体験 的 な活動 ・探究 活動 ・問題解 決 的 な活動 な ど、児 童生 徒 の主体 的 な活 動」(方 法)

を通 して取 り扱 い、 「主体 的学 習者 と しての資 質 や 能力 を育 て 、 自 らの生 き方 を考 える こ とが で きる よ う

にす る こ と」(ね らい)を 目的 と した教 育 実践 で あ る とい える 。 この ように、 児童 生徒 の興味 関心 や主 体

性 を尊 重 しなが ら、 自然 体験/社 会体 験 な ど体験 的 活動 な ど を通 じて現代 社会 にお ける課題 な どに児 童 生

徒 を対峙 させ 、現 代 社会 に生 きる力 を育 て る こ とをね らった 『総 合的 な学 習 の時 間』実 践 は、 デ ュー イ教

育哲 学 を具 現 化 した シ カ ゴ大 学 附属 実験 学 校 での 実践 と軌 を一 にす る側 面 を有 して い る。 しか しなが ら、

現代 におい て実践 が な され よ う と してい る 『総合 的 な学 習の 時間』 に関 して 、デ ユ ーイの理 論検 討 を行 っ

た研 究 を、研 究論 文 ・研 究紀 要 な どに見 出す こ とは未 だ ない。

一方
、 『総合 的 な学 習 め時 間』 の特 徴 と して特筆 す べ きは、 そ こで取 り扱 われ る内容 が 具 体 的 に定 め ら

れ てい ない とい う点 にあ る。 国語 ・算 数 二理 科 ・社会 な どの教 科 に おい ては、 た とえば1008文 字の 漢字 が

学年 別 に割 り当 て られ た 「学 年 別漢 字 配当 表」 や 、 「大 陸文 化 の摂取,大 化の 改新,大 仏 造営 の様 子,貴

族 の生活 につい て調 べ,天 皇 を中心 と した政 治が確 立 された ことや 日本風 の文 化が 起 こ った こ とが分 か る

こ と」 な どの取 り扱 わ れ る内 容 の具体 的提 示 に基 づ き、教 科書 が作 成 ・選 定 され、 学校 におい て は教 科 書

や指 導 の手 引 きな どを参 考 に しなが ら、年 間 カ リキ ュ ラム や各授 業 時 間の 学習 カ リキ ュラ ムが作 成 され、

学 習指 導 が行 われ てい る。 しか しなが ら 『総 合 的 な学 習 の 時 間』 にお いて は 、「国際 理解,情 報,環 境,

福 祉 ・健 康 な どの横 断的 ・総 合的 な課 題,児 童 の興 味 ・関心 に基づ く課 題,地 域 や 学校 の特 色 に応 じた課

題 」 の3つ の課 題 が挙 げ られ て い るに とど ま り、 具体 的 に取 り扱 う内容 は示 され てい な い。 た だ、 「学校

の実 態 に応 じた学 習活 動 を行 う もの とす る」 「創 意 工 夫 を生 か した教 育 活動 を行 う もの とす る」 と付 記 さ

れ てい るのみ であ る(文 部科 学省1999)。 取 り扱 う具 体 的内容 を決 定 し学 習活動 カ リキ ュ ラム を構 成 す る

こ とは、す べ て学校 や教 師 に任 され てい るの で ある。

そ の よ うな必 要 か ら、現在 、書店 には数多 くの学 習活 動 カ リキ ュ ラムの事例 集 が並 び 、各地 で行 われ る

『総合 的 な学 習 の時 間』 の 実践研 究会 には、 多 くの教 職 員 が詰 めか け て い る。 また各 学校 にお いて も校 内

研 修 会 と して、 『総 合的 な学 習 の 時間 』実 践 の公 開 ・共 有 とカ リキ ュラ ムの検 討 が重 ね られて い る。 その

よ うな場 にお いて 、 「子 ど もた ちの興 味 関心 を大 切 にす る とい う ことは、 ど うい うこ となのか」 「子 ど もた

ちの興味 関心 と、取 り上 げる(社 会 的 な)学 習課 題 を、 どの よう に折 り合 わせ てい けば いい のか」 とい う

疑 問 を呈す る教 職員 の声 を、 耳 にす る こ とは少 な くない 。児童 生 徒 の主体 的活 動 を重視 した学 習活 動 を設

定 ・展 開 しよ うとす る場 合、 主 体的 活動 の駆 動力 とな る児 童 生徒 の興味 関心 を どの よ うに捉 え、取 り扱 う
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具 体的 内容 を決 定 し、 どの よ うに学習 活動 カリキ ュ ラム を構 成す れ ば よいの だろ うか。

本 稿 に お いて は 、 『総 合 的 な学 習 の 時 間』 にお け る 「児 童 の興 味 関心 」 と 「取 り扱 う具 体 的 内容(教

材)・ カ リキ ュ ラム」 の捉 え方 の手が か りを、学校 にお ける社 会 的体験 活動 を通 した学 習 を提 唱 し実践 し

た デ ュー イの著書 「TheC観dandtheCu㎡culumG巳 童 とカ リキ ュ ラム)」 に求 め、 【1】『総 合 的 な学 習 の時

間 』 にお け る 「児 童 の興味 関心」 と 「取 り扱 う具体 的 内容(教 材)」 を どの よう に捉 えれ ば よいの か、 ま

た そ こ にお け る 【2】学習 活 動 カ リキ ュ ラ ムの構 成 な らび に教 師 に よる学 習 活動 支援 の在 り方 につ い て、

検 討す る こ とを試 み る。

2.「 児童生徒の興味関心」と 「教材」

デ ュー イは、著 書 「TheCh孟蓋dandtheCu㎡culum(児 童 とカ リキ ュ ラム)」 にお い て、児 童 を カ リキ ュ ラ

ム と対 置 させ る、す な わち、 個人 の本 性 を社 会的 文化 と対置 させ る こ とか ら論 を展 開 してい る。 デ ュー イ

はまず 、児 童 は 「個 人的 な交 渉 の狭 い 世界 に住 んで いる」(DeweyJ.1902,pp.182)と す る。 そ して、 社

会 や文 化の 中 に存 在 す る物 事 は 「そ れ らが 児童 自身の幸 福 や、彼 の家 族 や友 達 の幸福 と親 密 に また明 らか

に関 わ るこ とが ない な らば 、彼 の経験 に現 れ る こ とはほ とん どな く」、 これ よ り 「彼 の 世界 は、 事 実 や法

則 の範 囲 とい うよ りはむ しろ 、彼 らの個 人的 な興 味 に関す る人 間世 界」で あ る と主張 す る(DeweyJ.1902,

pp.182)。 す な わ ち社会 や 文化 の 中 に存在 す る 物事 は、 児 童 自身の 直接 的 な必 要性 す な わ ち興 味 に基 づ く

経験 を通 して、彼 の世 界 に位 置づ け られ る ように なる とい う。 しか し、彼 の 言 う児 童 の世界 は常 に固定 的

で は ない。児 童 の世界 は 「流動 的 で よ どみ な い もので あ る。 そ して その 内容物 は驚 くほ ど素早 く分 解 し再

構成 される」(Dewey,J.1902,pp。183,184)も ので あ る。す な わ ち、児童 の世 界 は 日々変化 す る世界 な ので

あ る。 そ してそ の よ うな変 化 す る状況 にあ って も、各 時点 にお い て児 童 の世 界 は 「彼 自身の生 活 の統一 体

で あ り、完全 な もの」(Dewey,」.1902,pp.184)な の だ と主 張す る。

一方
、彼 が学校 へ行 くと 「様 々 な教 科が 世界 を分 か ち、 断片 化」 してい る。 そ こにお いて 「事 実 は 、経

験 上最初 にあ った場所 か ら引 き離 され、一 般 的 な原 理 を参照 して配 列 し直 され」 てお り、教 科 が な してい

る世界 や事 実の 「分類 は児 童 の経 験 の問題 で は ない」。す なわ ち、教 科 に含 まれ る 「世界」 や 「事 実」 は、

そ れ 自身 と して存 在 してい るので は な く、 中心 とな る抽 象 的 ・観念 的学 説 との 関係 にお いて解釈 し再配 置

され た もの なの であ る(Dewey,J.1902,pp.184)。 そ の よ うな学校 にお け る教 科 の世 界 で は 「特 別 な知 的

関心 の発 達」 が必 要 と され る。そ れ は 「事 実 を、公 平 に、客 観的 に見 る能力」 す な わ ち 「あ る人 の経験 の

位置 や意味 に関係 す る こ とな く」事 実 を見 る能力 で あ る(Dewey,J.1902,pp.184-185)。

この ような、児 童生 徒 の生 活世 界 と、学校 にお ける教 科 との特 質 の差 異 をふ ま え、 デ ュー イは児 童生 徒

と学 校 にお ける カ リキ ュ ラ ム との相違 点 を次 の3点 に ま とめて い る。 そ れ は、(1)「 狭 く個 人的 な児 童 の

世 界 と、一般 的で あ り空 間 的時 間 的 に無 限 に拡 が って い る世 界 と して の カ リキ ュ ラム」 との相 違、(2)

「統 一体 と して誠心 誠 意 あ る まと ま りと しての児 童 の生 活 と、専 門化 され分 離 された カ リキ ュ ラム」 と

の相 違 、(3)「 実 際 的 で感 情 的 な子 ど もの生 活 の 結 び つ き と、 理 論 的 に分 類整 理 され た抽 象 的 な学 説 」

との相 違 で あ る。

この ような相 違 か ら、異 なる立 場 に立 つ教 育 的 な主 張が 生 まれ て くる。 それ は、 「児童 自身の 経験 内 容

と比べ 、 カ リキ 丘 ラム の教材(subject-matter)の 重 要性 に重点 を置 く(Dewey,J.1902,pp.185)」 主 張 と、

そ の逆 の主張 で ある。 双方 の主 張 の、信 念 ・立脚 点 ・主 張 の中心 と、 そ こ におい て教 師 に求 め られる資 質

をま とめ た ものが 、表1で あ る。

この よ うな対 立 す る立場 を述 べ た上 で、 デ ュー イは 「児 童 の経験 と教材 の 問 に、本 質的 な差 異が あ る と

い う よ うな偏 見 的 な考 え方 を取 り除 くこ とが必 要 」 だ と主 張す る。 そ して彼 は 、児 童 の経験 と教材1カ リ

キ ュラ ム との双 方 か らの歩 み寄 りを求 め、次 の ように働 きか け る。す な わち前 者 に重 要性 を置 く立場 に対

して は、 「教材 は、子 ど もの経 験 を超 え て、 固定 された もの で あ り、す で に形 成 され た もの であ る 、 とい

う考 え を捨 て よ」 と呼 びか け、後 者 に重 要性 を置 く立 場 に対 して は、 「児童 の経 験 は 固定 した もので あ る、

とい う考 え を捨 て よ。 よどみの ない、 未発 達 な 、活気 に溢 れ た もの と して、経 験 を見 よ」 と語 りか け る。
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表1 [児童 中心 の教育観 」対[カ リキュ ラム/教 材 中心の教 育観]

Child

[児童 自身の経験に■要性 を置く立場]

Curriculum(subject-matter)

【カリキュラム/教 材に重要性を擢く立場〕

●児盒の生活は、わずかで、狭い、未熟なものである。

●児■の生活は、利己的で、自己中心的で、衝動的なものである.

●児■の経験とは.一 時的な気ままさや環境のなすがままに.

混乱 し、暖味で、不確異なものである.

●児童は成熟すべき未熟な存在であるにすぎない.

●児童は深められていくべき表画的な存在である.

基底偲念

●児童が出発点であ り、中心であ り、目標(目 的)で ある。

●彼の発達、彼の成長は、理想的なものである。

●人格(pers㎝a阯y)や 性格(characヒer)は.

教材より以上の ものである。

●知臓や情報ではなく、 自己実現が目標(目 的)で ある。

教育信念

●教材は、外部か ら児童の中に入ることが決 してできない。

学習は能動 的である.

●学習は(児 童の)内 側から生 じる、有搬的な同化作用を

含むもので ある。

●学習の質と量を決定するのは.児 震であって、教材ではない.

●児■の個人的な独自性、気 まぐれな考え、経験は

無視する.あ るいは最小賑 にとどめる.

○それら(児童の個人的な独 自性 ・気まぐれな嵩え ・経験)は 、

逃れ、覆い隠 し、取り除かねばな らない。

教授学習

の方法

唯一の重饗な方法は、(児 ■の内部から)手 を伸ばし

同化することができるような精神の方法である。

教師の仕事は 「表面的な偶然の出来事を、

安足 しよく秩序だてられた真実と、正確 に置き換える」こと。

立脚 点

■
心 理的(psychological) 理論的(㎏icai)

合い言葉 興 味(interest) 訓 練(d誌ciμine>

■視される内容 自発性(spontan飢y) 規 則(law)

標 語 自由と独斜力(freedomandir照ative) ガイダンス と統制(副danceandcoπ ヒrd)

教師に

求め られる

役割 ・資質

児■への同情(sympathy)

自然的本能の理解(knowledgeofhisnaturalhsthct)

訓 練(trajning)

学 識(5chdarship)

1

(Dewey,J.「TheChildandtheCurhculum(児 璽 とカ リキ ュ ラム)」pp.185-188よ り整理)

これ に よ りデュ ー イは、児 童 とカ リキ ュ ラム を1つ の過 程 と して捉 え る こ とを提 唱 す る(Dewey,」.1902,

PP.189>。

そ して デュ ーイ は、 「児 童 の現在 の経 験 に入 って くる事 実 や真 実(factandtruth)と 、 学科 の教材 に含 ま

れ て い る事 実 や真 実 は、1つ の実 在(reahty)の 最 初 と最 後 であ る」 と主 張 す る。 言い換 えれ ば、児 童

の現 在 の経験 に入 って くる事 実 や真 実 は 「動 的 な諸 々の傾 向」 であ り 「児童 の本 性(na田re)」 で あ る。一

方 、学 科 の教材 に含 まれて い る事 実 や真 実 は 「最 終 的帰 結」 で あ り 「宿 命(destiny)」 で ある と捉 えるの

で あ る。す な わ ち、 児童 の現 在 の経験 を 「最 終

的 な もので は な く、移 り変 わ る もの 」 と して捉

え、児 童 の各時 点 ・各段 階 にお け る経験 の発 展

の 可 能性 ・方 向性 を、教 材/カ リキ ュ ラ ムが 示

して いるの だ とす る捉 え方で あ る。

児 童 の経験 を重視 す る と き、 教師 は 「児童 の

現 在 の能力 と興 味 を、 それ 自身、最 終 的 に意 義

が あ る もの とみなす 」 ことが ある。 そ の よ うな

捉 え方 は、経 験 を現 段 階 に固定 して しまい 、発

展 の可 能性 を失 わせ て しま う。 それ で は、児 童

は、可能 な経 験 に向か う態度 の現 れにす ぎない」

の で あ り、 「その 本 当 の意 味 は 、 よ り高 い レベ

ル に向 か わせ る推 進 力 にあ る」(Dewey,J.1902,

pp.193)。 す な わ ち、 児童 の経 験 に付 随 して 現

れ る興味 とは、教 材/カ リ キュ ラム が示 す と こ

ろの発 展可 能性 の あ る段 階 にお け る、次 に続 く 図1児 童の経験 ・興 味と、教材/カ リキ ュラム経験
へ の推進 力 と して捉 える ので あ る(図1)。



『総 合 的 な学 習 の 時 剛 にお け る児 童 観 ・カ リキ ュ ラム論 に 関す る 一 考察
～DeweyJ 。「T歴eChildand血eCurdculum」 を手 が か り と して ～
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3.教 師の児童観 ・教材観ならびに学習活動支援

この よ うな児 童 の経 験 や 興味 と教材1カ リキ ュ ラ ムの捉 え方 に よって 、教 師 に何 が もた ら され るの か。

そ れは ガ イ ダ ンス(guidance)や 指 導(direction)の方 向性 で あ る。 教 師 に求 め られ る活動 は 「児 童 が現在 発揮

してい る もの や、 見捨 て てい る ものの 中 にあ る要素 一彼 の能 力 と弱 点 につい て示 してい る もの 一を、 それ

らが位 置 つい てい る と ころ よ りも、 よ り大 きな成 長過程 に照 らして、解 釈 し、評価 す る」(Dewey,J.1902,

pp.192)こ とで あ る。す なわ ち、児童 の 現 時点 の経験 の段 階 とそ こ に含 まれ る要素(能 力 ・弱 点)を 、 教

材1カ リキュ ラムが 示す 成長 過程 の 中に位 置付 け、 解釈 ・評価 し、指 導 を行 うの であ る。

そ れで は、 どの ように指導 を行 う ことが 望 ま しいの か。 デ ュー イは次 の よ うに述べ て い る。

「別 の諸活動は、最 高点 に達す る能力 と興 味の徴候であ る。それ に関 しては、『鉄 は熱い うちに打 て」 とい う格言 が適 用 され

る。それ らについ ては、お そら く 『今 こそ好機」 とい うことで ある。選 ばれ、役 立た され、強め られ た児 童の能力や興味 は、

児童の全生涯 にお いて、すば らしい ものへの ターニ ングポイン トを示すか もしれ ない。無視 された1つ の機 会は去 って いき、

決 して呼び戻 され.るこ とはない。」(DeweyJ.1902,pp.192>

す なわ ち、児 童 の能力 や興 味 が認 め られた その 瞬 間 を逃 さず 、 それ らの 能力 や興味 が役 立 つ方 向 に指導

を行 い、能 力 や興味 の強 化 を図 る こ とを推 奨 してい る。 しか しなが ら、 デ ュ ーイは次 の ような警鐘 を鳴 ら

して いる。

「現段 階の興味 に訴 える ことは、刺激す るこ とを意味す る。興味 を明確 な目的に向か って指導す るこ とな く、興 味 を連続 的

に掻 き立てる ことは、能力 を弄(も てあそ)ぶ ことを意味する。」(DeweyJ,1902,pp.193-194>

児 童 の能 力や 興味 に対 し、 教 師が指 導 す る上 で 問題 となる の は、 そ の方 向性 であ る。 この指導 の方 向性

を見 出す た め には 、現 時点 にお け る児 童 の興 味 と教 材1カ リキ ュ ラム とを比較 す る必 要 が あ るだ ろ う。児

童 の経 験 と教 材1カ リキ ュ ラム との 、世 界 に対 す る ア プロ ーチ の違 い を、 デ ュ ーイ は 「地 図」 とい うメ タ

フ ァー を用 い て説明 してい る。 す なわ ち、児童 の経 験 が 「探検 家が 新 しい 国の 中で 、木 に道 しるべ をつ け

た り彼 がで きるだ け一人 で彼 の道 を見 つ け出 す 中で作 る ノー ト」の ような もの であ るの に対 し、 一方 、教

材1カ リキ ュ ラム とは 「そ の 国が徹 底 的 に探 検 された 後 に作 られ る完 成 した地 図 」で ある と して い る。 そ

して この地 図 は 「以 前 の諸経 験 の整理 され秩序 づ け られ た見方 、す なわ ち要約 であ り、 未来 の経験 を導 く

こ とに役立 つ。 そ れ は指 導(direcεion)を 与 え」、 「そ れは努 力 を経 済 的 に使 用 し、 不 必要 な さま よい歩 き

を防 ぎ、望 ん だ結 果 に対 して最 も速 く最 も確 実 に導 くよ うな道 を指摘 す る」 と主張 す る(Dewey,J.1902,

pp.198)。 この よ うに、未 来 の経験 の可 能 な方 向性 を示唆 す る 「地 図」 としての教 材1カ リキ ュ ラム と、 「探

検 家」 と しての 現時 点 にお け る児 童 の経験 とを比較 検討 す る こ とに よ り、教 師 は 「今 こ こで と りあ げ られ

るべ き、児童 の 要求 が どん な段 階に ある か を理 解 す る」 こ とが で き、 また 「彼 の盲 目的 な衝動 を明晰 な も

の に し、力 を得 させ るた め に、彼 の要 求 を どの よ うに活 用 すれ ば よい か につい て理解 す る」 こ とが で きる

(Dewey,J.1902,pp.195)。 す なわ ち、児 童 の要 求/盲 目的衝 動 一興味 関 心 の方 向 一が、発 展 す る全 体 の 中

で どの ような位 置 にあ るか を把 握 し、発 展 可能 な方 向 を捉 え、指 導 を行 うの であ る。

この ような 「地図」 す なわ ち教材1カ リキ ュ ラム を、 デ ュー イは 「経験 の論 理 的表 現(alogica蓋rendedng

ofexpehence)」 とい う言 葉 で換 言 し、 教材/カ リキュ ラム を次 の よ うに捉 える こ とを提 案 して い る。

「経験の論理 的表現 に、最終的 なものはない。

経験 の論理 的表現の価値 は、それ 自体 にあ るので はない。

経験 の論理 的表現の重要性 は、それが与 える場所(standpoint)・見通 し(outlook)・方法(method)の 重要性で ある。

経験 の論理 的表現は、過去 の経験(child)と 未来 の経験(未 来の経験 の発展)を 調停す る。...

経験 の論 理的表現の 中に、過 去の経験 を位置づ けるこ とに よる抽象化 ・一般 化 ・類型化 は、将来 において意味 を持 つ。」

(DeweyJ」902,pp.200)
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す な わ ち、教 材1カ リキ ュ ラ ム とい う 「地図 」 は、 現 時点 にお け る児童 の 経験 が どの よ うな位 置 を占め

て い る の か(standpoint)を 示 し、 将来 の経 験 の 発 展 可 能性(outlook)を 示 唆 し、経 験 の 発展 の た め の方 法

(method)を 提 示 す る 。 こ の よ う な 「地 図」 の役 割 に こそ価 値 が あ り、 「外 部 か ら児 童 を無 理 に 強制 す る

(Dewey,」.1902,pp.195)」 もの と してで は ない、 教材/カ リキ ュラ ムの捉 え方 が必 要で あ る こ とを論 じてい

る。

そ れ で は、 「外部 か ら児 童 を無 理 に強 制す る」 もの と して では ない 指 導 とは、 どの よ うな要件 を含 む も

の なの か。指 導 のあ るべ き姿 につ いて 、デ ュー イ は次 の ような表現 で 述べ て いる。

「発 展 とは、 精神か らある もの を作 り出す こ とを意味す る もので はない。 それは、本当 に望 まれて いる ような、経 験の発展

であ り、経験 における発展であ る。」(Dewey,」.1902,pp.196)

「指 導 とは、外 的 な賦課で はない。指 導 とは、それ 自体 、最 も適 当な成熟 に向けて、生活の プロセスを開放する ことで ある。」

(DeweyJ.1902,pp.195)

「教育 的媒介物(educationalmedium)は 、価 値あ る機能 をす るため に選ばれ た能力 や興味に力 を与 えるように供給 され ることを

除いては、不 可能 である。」(Dewey,」.1902,pp.196)

「指 導の問題 は、新 しい経 験 を獲得 する ことを欲 してい る ような、本能や衝動 に対 して、適 切 な刺激 を選ぶ という問題 なの

であ る。」(Dewey,」.1902,PP.196-197)

「児童 の生活そ のもののための重要 な役 割 を明確 に占める もの に導かれなか った り、重 要な役割 を失 った りす るならば、(単

なる象徴 を)無 理強 いするこ とになる。」(DeweyJ.1902,pp.202)

「教材 は、1つ の事実で はな く、 ある条件が満 た され た場合 に経験す る ことが 可能であ るよ うな事実 の記号で ある。他人 に

よって知 られた もの として事実 を突然 に提示 した り、児童 に研 究 し学習す るこ とのみ を要求す るこ とは、 その ような、満 た

す諸条件 を欠 くこ ととなる。_た った1つ で も手が か りを持 っていれば 、それは何 か を意味づけ ることになる.だろう。」

(DeweyJ.1902,pp.202)

児童 の精 神 す なわ ち児童 自身の 「何 もない状 態」 か ら何 か を発 展 させ る こ とは不可 能で あ り、児 童 の経

験 は経 験 の 中で発 展 させ る こ とが必 要 であ る。 そ れゆ え 「指 導」 す る こ とその ものが 「外 部 か ら児 童 を無

理 に強制 す る」 もので あ る と捉 える こ とには、誤 りが あ る。 児童 の生活 、す な わ ち現 在児 童 がそ の渦 中 に

いる ところの 「経験 」 に とっ て役 割 一意味 や価 値 一 を持 た ない教 材提 示 が 「外 部 か ら児童 を無 理 に強制 す

る」 もの となる。 そ うす るので は な く、現在 の児 童 め経験 に よって生 じる児 童の 興味 や衝 動 に対 し、発 展

可 能 な方 向 を、教 育 的媒 介 物(educationalmedium)を 与 え る こ とに よって刺 激 す る こ とが 「指 導 」で あ る。

よ り具 体的 には、次 の経 験 を意 味づ け る 一児 童 の経験 総 体 の中 に位置 づ け る一上 で手 がか りとな る、児 童

の過 去 の経 験 との連 続 性 を保 ちな が ら、教 材/カ リキ ュ ラ ム を参照 し見 え て きた発 展 可 能 な次 の事 実 を、

児 童 が経 験 する こと を可能 にす べ く、 教 育的 媒介 物(edロcat董onalmedium)を 用 い る こ とが 「指 導」 であ る、

と彼 は論 じてい る ので あ る。

上 に挙 げた 引用箇 所 に用 い られ てい る 「教 育 的媒 介物(educationalmedium)」 が 具体 的 に どの よ うな もの

で あ るの か につ い ては 、デ ュ ーイ は明言 してい な い。 しか し、そ れ を読 み解 く手 がか りを、次 の ような記

述 に求 め る ことがで きる。

「活動 は反応 で ある。 す なわちそれ は適応 であ り、調 整であ る。 まった くの 自己活動 が 可能 な ものは、何 もない。 なぜ な ら

ば、全 ての活動は、あ る範囲 内において、あ る場 で、そこ におけ る諸条件 と関連 して生 じるか らである。」

(DeweyJ.1902,pp.208-209)

「学科(study)の 課程 を編成す る公式化 された豊富 な知識 の価値 は、それが教育 者 に、児童 の環境 を決定 する ことを可能に

させ るところにある。その ようなこ とか ら、指導 のために間接的手段 を用 いるのである。」(Dewey,J.1902,pp.209)

「これか らは 日々、条件 が、彼 ら 自身の活動 が この方 向に一彼 ら自身の頂点 に向か って一必然的 に動 いて い くようになって

いるか どうか とい うことに、気 を付 け よう。」(DeweyJ.1902,pp.209)
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そ もそ も人 間の 活動 とは適応 と調整 とい う 「反 応」 で あ り、 それ は範 囲 ・場 ・諸条件 と関連 して生 じる

もの で あ る。 そ れ ゆ え教 師 に は、 教 材1カ リキ ュ ラム が与 え る知 識 を駆 動 し、 次 の 活動 一発 展 可 能 な経

験 一が生起 す る環境 とは どの よ うな環境 で ある のか につ い て判 断 し、 範囲 ・場 ・諸 条件 を整 備 して い くこ

とが 求 め られ る。 この ような 間接 的手段 を講 じる こ とが 、 「教 育 的媒 介 物(educationalmedium)」 を用 い た

指導 の一手 法 であ る と捉 える こ とが で きる(図2)。

図2教 材/カ リキュラムの機能と、教師の役割

4.『 総合的な学習の時間』におけるカリキュラムとその構成

そ れで は、以 上 に見 て きた 「児童 の経 験 と興味1能 力 の捉 え方 」 「教 材/カ リキ ュ ラム の捉 え方 」 そ して

「指 導 の在 り方」 をふ まえ、 『総合 的 な学習 の時 間 』 にお ける学 習活動 カ リキ ュラ ムをい か に捉 え、構成 す

れ ば よいの か。

『総 合的 な学 習の 時 間』 で取 り上 げ る内容 に関 す る学習 指導 要領 におけ る記述 と して は、 冒頭 に述べ た

よ うに、 「国 際理解,情 報,環 境,福 祉 ・健 康 な どの横 断的 ・総 合的 な課題,児 童 の興 味 ・関心 に基 づ く

課題,地 域 や学 校 の特 色 に応 じた課 題」 の3つ の課 題 が挙 げ られて お り、 「学 校 の実 態 に応 じた学 習活 動

を行 う もの とす る」 「創 意 工 夫 を生 か した教 育活 動 を行 う もの とす る」 と付 記 され てい る のみ であ る。 教

科書 や 指導書 におい て、 具体 的 な学習 活動 カ リキ ュ ラムが あ らか じめ決 定 され てい るわ けで は ない。 そ こ

で 、教 育実践 に直接 関 わる教 師が 、具 体的 レベ ル での 学習 活動 カリキ ュ ラム を構 成す る責 務 をの 中心 を担

うこ ととな る。

まず 、本 稿 第3節 にお い て取 り上 げ た よ うに、 「発 展 とは、精 神 か らあ る もの を作 り出す こ とを意味 す

る もの で は ない(Dewey,J.1902,pp。196)」 か ら、児 童 の経 験 とそれ に基 づ く興 味 関心 が無 い ところ か ら

学習 活動 を開始 して も、 その後 の 学習 活動 の発 展 は期待 で きない。児 童 の興 味 関心 や体験 活動 を重 視 した

学 習 活動 を構成 しよ うとす る場 合 、第 一 に、児童 の 過去 の経 験 に基 づ いて学 習活動 を開始 す るか、 も し く

は現時 点 にお け る何 らかの体 験 的 な活動 か ら、学 習活 動 を開始 す る こ とが必 要 となる。

次 に問題 とな るの は、児 童の 興味 関心 や体 験活 動 を重視 した学 習活 動 であ る場 合、教 師 は児童 が行 う活

動 の すべ て を許容 し、 その 活動 の展 開 を見 守 る、言 い換 え れば児 童 の主体 性 に学 習活動 の すべ て を任 せ て

お けば よい の か、 とい う点 で あ る。 デ ュー イ に よれ ば 、 「一 定 の年 齢 で現 れ た現 象」 す な わ ち、 あ る一 時

点 で生 起す る児 童 の活動 や興 味 関心 や能 力 を、 その時 点 にお いて 「自明の ものあ るい は 自己充足 的 な もの

と して理解 す るな らば 、気 まま に、甘 や かす 結果 とな る こ とは避 け られ ない(Dewey,J.1902,pp.193)」 。

一 時点 一時 点 にお け る児 童 の活 動 ・興味 関心 ・能 力 を
、 それ 自体 と して 自己充 足 的 な、完結 的 な、最 終 的
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な もの と捉 え る と き、 そ こに現 れ るの は、児 童 の活動 ・興 味 関心 ・能 力が 相互 に関連性 を持 った連続 的発

展 で はな く、 それ らが偶 然的 に生 じる こ とが 繰 り返 され る分散 的 生起 の状 態 となるで あ ろ う。 一時 点一 時

点 にお け る児 童 の 活動 ・興味 関心 ・能力 の 「本 当の 意味 は、 よ り高 い レベ ル に向 か わせ る推 進力 にあ る

(Dewey,J.1902,pp.193)」 の であ るか ら、 その 本 当の意 味 を失 わぬ よ うにす る ことが、 児童 の興 味 関心 を

重視 す る こ とで あ る と言 え、 これ よ り教 師 には、次 の活動 へ と向 か う児 童 の推 進力 を適 切 に支援 す る こ と

が求 め られ る と言 える。

ここに述 べ た 「次 の活 動へ と向 か う児 童 の推 進 力 を適 切 に支援 す る」 た め に は、何 が必 要 とな るの か。

本稿 第2節 にお いて まとめ た よう に、未 来 にお ける児 童 の経験 の発 展 可能 性 を示唆 す る ものが 、教材 で あ

り、 カ リキ ュ ラムで あ る。 また第3節 にお い て ま とめ た よ うに、教 材/カ リキ ュ ラム を参 照 しなが ら、 次

に発展 す る可 能性 の あ る児 童 の経験 に向 か う よう、現在 の 児童 の活 動 を支援 す る こ とが 「適 切 な支援 」 で

あ る と言 え る。 これ よ り、児童 の興 味 関心 を重 視 す る といえ ども、 また、 学習 指導 要領 に例 示 され てい る

「児童 の興味 ・関心 に基 づ く課題 」 を取 り扱 う場 合 にあ って も、そ れ は児童 の 主体 性 に学 習活 動 のす べ て

を任 せ る、す なわ ち児 童 の経験 の分 散 的生 起 をよ し とす る こ ととは言 え ない。 教科 書 や指 導書 の ない 「総

合 的 な学 習 の 時間 』 にあ って も、児 童 の経 験 の発 展 可 能性 を示唆 す る教 材/カ リキ ュ ラム は、必 要 不 可 欠

だ と言 える。

そ れで は、 具体 的 レベ ルで の学 習活動 カ リキ ュラ ム をい か に構成 す れ ば よい か。 ここで今 一度 、学 習指

導要 領 に よっ て示 され た3つ の課 題 の特 徴 に着 目 した い。 そ れ らは整 理 す れば 、(1)社 会 的 課題 、(2)児 童

の興味 関 心 に基づ く課題 、(3)地 域 特性/特 色 を活 か した 課題 、 であ る。 学習 活動 にお いて、 教材/カ リキ ュ

ラム は、未 来 の経験 の可能 な方 向性 を示 唆 す る 「地 図」 と して の機 能 を有 す る。第3節 にお い て論 じた よ

う に、教 師 は児 童 の現 在 の経 験 ・興 味 ・能力 を適切 に支援 す る ため に、教材/カ リキ ュ ラム全 体 の 中に現

時点 にお け る児 童 の経 験 を 「位 置づ け」、児 童 の経 験 の発展 可能 性 の 「見通 し」 を得 る ことが必 要 とな る。

まず 、 この よ うな活 動 を教師 に保障 し うる、教 材/カ リキュ ラム の形態 が 求 め られ る。 「地 図」 としての機

能 を有す る教材/カ リキ ュ ラ ム ーそれ は す な わち 、児 童が 実 際 に歩 む と歩 ま ざる とに 関わ らず 、 そ の将 来

にお い て、経 験/活 動 や それ を通 して直 面す る事 実/真 実 の全体 性 を、 あ らか じめ描 写 した もので あ る と言

え る。 またそ こにお いて は、 そ れ らが単 に網 羅 され挙 げ られ てい るの で はな く、相 互 の関係 性(順 序 性 ・

階層 性 な ど)を 含 め て表現 され てい る必 要 が あ る。 これ よ り、具体 的 レベ ルで の学 習活 動 カ リキ ュ ラム に

は、全 体性 と相 互 関係性 が 求 め られ る。 よ り具 体 的 には、例 えば 図2に お いて 示 した よ うに、 ネ ッ トワー

ク的 表現 形 態 の教 材/カ リキ ュ ラムが 要 求 され て い る と言 える だ ろ う。そ れ は決 して 、予 め唯 一辿 る こ と

の許 され る道筋 が 一 方向 的 に定 め られて い る教 材/カ リキ ュ ラム の形 態で は な く、何 通 りもの辿 る道 筋 一

幅広 い学 習活動 の発 展 の可 能性 一を含 む表現 で あ る。

この よ うな、全 体性 と相互 関 係性 を有 す る教 材/カ リキ ュ ラム を描 く主体 は、本 節 冒頭 に述 べ た よ うに、

教 育 実践 に直接 関 わ る教 師 となる。 学 習指 導 要領 にお いて挙 げ られ てい る(1)社 会 的 課題 、(2)児 童 の興味

関心 に基 づ く課 題、(3)地 域 特性/特 色 を活か した課題 を取 り上 げ、教 材/カ リキ ュ ラム を児 童 の学 習活 動 に

先 ん じて描 くた め に、教 師は そ れ らの対 象 を徹 底 的 に調 査研 究 す る必 要が あ る。す なわ ち、社 会的課 題 や

地域 特性/特 色 を活 か した課 題 を取 り上 げ る場 合 には 「社 会」 や 「地域 」 に 身 を投 じ、 また児 童の 興 味 関

心 に基づ く課題 を取 り上 げ る場 合 に は、学 習 主体 であ る 「児 童」 自身 に問 い か ける な ど し、詳 細 な調 査/

探 究 活動 を行 わ ねば な らない。 この よ うな、教 師 自身 に よる学 習対 象 に関 す る調 査探 究 活動 が 、全体 性 と

相 互 関係性 を有 す る教 材/カ リキ ュ ラムの描 写 を可 能 にす る と考 え られ る。す な わ ち、 『総 合 的 な学習 の時

間』 の教 材/カ リキ ュ ラ ム とは、従 来 の よう に第 三者 に よ って想 定 され与 え られ る もの で は な く、 また従

来 の教 科 にお け る既 存 の カ リキ ュラ ム を結 合/融 合 し生 成 す るので もな く、児童 が学 習対 象 とす る実 際 一

今 ・此 処 一の 、社 会 ・地域 ・児 童 を省察 し検 討 す る こ とに よって こそ、 構成 す る こ とが 可能 となる もの で

あ る とい え る。
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5.ま とめ/今 後 の課 題

本稿 にお いて は 、 『総 合 的 な学 習 の 時 間』 にお ける 「児 童 生 徒 の興 味 関心」 と 「取 り扱 う具体 的 内 容

(教材)」 の捉 え方 と、 カ リキ ュラ ムの構 成 な らび に教 師 に よる学 習活 動支援 の在 り方 につ い て、 デ ューイ

の 著書 「TheChildandtheCurriculum(児 童 と カ リキ ュ ラム)」 を基 に、検 討 す る こ とを試 みた 。総 じて、

『総 合 的な学 習 の時 間』 にお いて 、教 師 には

① 児童 の体 験 の、 未来 にお け る発 展 可能性 を示唆 す る もの と して の教材 観/カ リキュ ラム観 に立 ち、

② 児童 の現 時点 にお け る経 験 ・興味 ・能力 を、教 材/カ リキ ュ ラム 中 に位 置 付 け、 そ れ らが発 展 可 能 な

方向 に向 か う よう、環境 を整備 す る こ とに よって指 導す る

こ とが求 め られ、 よ り具体 的 には、

③児 童 の過 去の 経験 に基 づ いて 、.又は、現 時点 に お ける何 らか の体験 的 な活動 か ら、学習 活動 を開始 し、

④ 児童 が学 習活 動 の対 象 とす る実際 の事 象 を省 察 し検 討 す る こ とに よって、 全体性 と相互 関係 性 を有す

る教材1カ リキ ユラ ムを構 成す る

こ とが要 求 され る、 とい う4点 が示 唆 され た。

日本 にお け る過 去 の[総 合 学習]実 践 に影 響 を与 えた と され、 また その主 張 や具 体的 実践 に符 合点 の多

いデ ュ ーイの 著作 の 中か ら、児 童 の主体 的 な学 習活 動や 興味 関心 を重視 した 『総 合 的 な学 習 の時 間』 の カ

リキ ュ ラム に関す る検討 の手が か りを、本稿 におい て は、 「児 童 の経験 」 「児童 の興味 関心 」 そ して 「教 材

1カリキ ュ ラム」 につ いて論 じた著書 「TheChildandtheCurriculum(児 童 と カリキ ュ ラム)」 に求 めた。 こ

れ に よ り何点 か の示 唆 が与 え られ た もの の、 『総 合 的 な学 習の 時 間』 にお け る カ リキ ュ ラムの実 際 的構 成

や具体 的運 用 に関 す る理 論 を指摘 す る には至 らなか った。

今 後、彼 の その他 の著作 を含 め て検討 を重 ね 、 また実 際 に 『総 合 的 な学 習 の時 間』 を実 践す る教 育現 場

が 抱 え る カ リキュ ラム構 成 ・運 用 上 の問 題点 や課 題 をふ ま えなが ら、 『総 合 的 な学 習の 時 間』 にお け る カ

リキュ ラム構 成 に関す る理論 展 開 を図 りたい と考 える。
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AConsiderationRegarding]NotionsofChildrenandCllrriculum

withintheFrameofIntegrativeStudyinElementarySchool

-withreferen㏄toJohnDewey's"TheChildandtheCurriculum'L

MATSUS田TAKouji

InApr孟 壷2002,studentsarestartinganewlearningactivity-IntegrativeStudy-atpubliclnationaI

elementaryandsecondaryschoolsinJapan.Asaprecedent,fromApri12000sofar,lnJapanitispossibletocite

severalleamingcurriculasimilanoIntegrativeStudywhichweredevelopedinelementaryandsecoundaryschools

astrialsuntihhecompleteenfbrcementofthenewpr(オecしOnthebasisofsuchleamingcurricula,sωdentshave

accomplishedvariouskindsofleamingactivities.However,outofmyresearchactivitiesinelementaryschools,誌is

possibletosuggestthatteacherSlackpracticalandreliableguidingPrlnciplesthatcouldbeusedf6rthesakeof

developingtheIntegrativeStudycurriculum.Fu質he㎜ore,previousstロdieshavenotpointedoutthosep血ciples.

Inthepresentstudy,byconsideratingDewey's"TheChildandtheCurriculum",Iaimedtocladfynotionsof

chi韮d爬nandpracticalguidingprinciplesfbrcurriculumdevelopmentinIntegrativeStudyinelementaッschools.


